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平成２８年度～平成３２年度（５年間）

（参考様式３） （参考図面）地域住宅支援

計画の名称 岡山市における安全・安心な市街地の形成による住環境の向上（地域住宅計画岡山市地域（第Ⅲ期））

計画の期間 交付対象 岡山県岡山市

A16-009,010 住宅・建築物安全ｽﾄｯｸ形成事業【市内全域】

C15-003 空き家耐震診断等事業【市内全域】

C16-002 木造住宅耐震診断補助事業（定額）【市内全域】

C16-001 木造住宅耐震改修補助事業【市内全域】

A15-001 公営住宅等ストック総合改善事業【市内全域】

A16-012 岡山市表町三丁目15番地区第一種市街地再開発事業

A16-004 岡山市中山下一丁目１番地区第一種市街地再開発事業【補助事業

A16-007 岡山市蕃山町１番地区第一種市街地再開発事業

A16-005 岡山市野田屋町一丁目2番3番地区第一種市街地再開発事業

A16-008 岡山市駅前町一丁目2番3番4番地区第一種市街地再開発事業

A16-11 岡山市都心地区市街地総合再生基本計画作成

【中心市街地重点整備エリア】

A16-006 岡山市表町三丁目10番11番23番24番地区第一種市街地再開発事業



別紙2

社会資本整備総合交付⾦チェックシート
○︓評価できる、×︓評価できない、－︓チェック項⽬としない

計画名︓ 岡⼭市における安全・安⼼な市街地の
形成による住環境の向上 A15-001 A15-002 A15-003 A16-004 A16-005 A16-006 A16-007 A16-008 A16-009 A16-010 A16-011 A16-012 C16-001 C16-002 C15-003 C15-004

（地域住宅計画岡⼭市地域（第Ⅲ期））
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地域住宅計画　岡山市地域（第Ⅲ期）
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地域住宅計画

平成 28 年度 ～ 32 年度

 １．地域の住宅政策の経緯及び現況

 ２．課題

岡山市

岡山市地域（第Ⅲ期）

 計画期間

 計画の名称

 都道府県名 岡山県  作成主体名

　当該地域は岡山県の南部に位置し、人口約７１万人、世帯数約３２万世帯の地域である。
　岡山市は古くは城下町として栄え、廃藩置県以後、山陽鉄道の開通などにより都市機能を備えた都市として発展してきた。現在で
は、空港や新幹線、高速道路などの整備が進み、中四国地方の中枢拠点都市として発展を続けている。
　平成２５年の住宅・土地統計調査によると、世帯数約２９．５万世帯に対して住宅戸数（約３５万戸）が上回っていることから、
住宅ストックの必要量は確保されているが、国が定める誘導居住水準を達成している世帯は、全体の５７％にとどまっている。
　都心及び都心周辺部では、郊外への人口流出が続いていたが、近年では民間事業者によるマンション供給が進んできており、人口
が増加傾向である。また、マンションストック数が増えるにつれて、マンション管理に関する諸問題が顕在化しつつある。
　加えて市内の空き家の数は増加傾向にあり、住宅総数に占める空き家の割合（空き家率）は全国平均を上回っている。また一部の
空き家については適切な管理がなされないまま老朽化が進み、地域において防災、防犯、衛生、景観上悪影響を及ぼす状況となって
いる。
　住宅政策としては、市営住宅の整備や老朽化した住戸の改善、良質な賃貸住宅の供給として特優賃供給等の公的住宅の供給を主と
して行ってきた。また、近年では、民間住宅施策として耐震化の促進支援、マンション管理支援、空き家の適正管理の推進、住情報
の提供等を行っている。

○高齢社会に向けて、住み慣れた地域で暮らし続けられるよう、高齢者の住まいへの不安を解消するとともに、子育て世帯への配慮
や、世帯規模に合った適切な住宅への住み替えなど、居住ニーズの多様化に対応可能な住環境の整備が必要である。

○住宅総数の増加や、リフォーム物件数が少ないこと等を踏まえ、既存住宅の適切な維持管理やリフォーム・リノベーションの実施
及び円滑な流通環境の整備等により、既存住宅ストックの有効活用を図ることが必要である。

○持続可能な住環境の形成に向けて、耐震性等の安全性の確保やバリアフリー化など長期に使用可能な住宅の供給・誘導、また建物
の老朽化や居住者の高齢化が進んでいる共同住宅等における良好な維持管理に向けた対応が必要である。

○空き家が増加していることから、使用価値を失った不良な住宅等の除却や、ニーズに応じた建替えや空閑地の利活用を推進する必
要がある。

○厳しい社会情勢を背景として、住宅確保に配慮を要する市民が多様化していることから、ニーズに応じた住宅の確保や、福祉・介
護・医療等との連携による包括的な居住支援への対応が必要である。



単　位 基準年度 目標年度

老朽化した市営住宅ストックの割合 ％
昭和３９年以前に建設された市営住宅の戸
数の割合

20% 27 15% 32

市営住宅の長寿命化の推進（長寿命化計
画の達成率の増加）

％

市営住宅長寿命化計画で設定した「建替
え」及び「改善」の計画戸数に対する、建替
えや統廃合及び長寿命化改修を実施した
戸数の割合

29% 27 40% 32

サービス付き高齢者向け住宅の供給戸数 戸
高齢者人口の増加に対応したサービス付
き高齢者向け住宅の整備戸数（高齢者向
け地域優良賃貸住宅の登録戸数を含む。）

1,900戸 27 2,950戸 32

市営住宅における一定のバリアフリー化の
割合

％
市営住宅総管理戸数に占める一定のバリ
アフリー化を施した住戸の割合

13% 27 17% 32

市内の空家件数 棟
本市の空家実態調査結果に基づく市内の
空家件数

8,660棟 27 10,200棟 32

※計画期間の終了後、上記の指標を用いて評価を実施する。

 ３．計画の目標

定　　義

 ４．目標を定量化する指標等

○既存住宅ストックの活用促進及び良質な住宅ストックの供給
○多様化する居住ニーズへの対応
○住宅の確保に特に配慮を要するものの居住の安定の確保
○持続可能な居住環境の実現
○高齢者の居住の安定確保

指　　標 従前値 目標値



 ５．目標を達成するために必要な事業等の概要

(1) 基幹事業の概要

(2)提案事業の概要

(3)その他（関連事業など）

◆公営住宅等整備事業
　　　　老朽化した公営住宅の建替えを行い、良好な住環境を提供する。
◆公営住宅等ストック総合改善事業
　　　　公営住宅の外壁改修、電気幹線改修、下水道接続工事等を行い、住環境の改善を図る。
◆住宅地区改良事業等
　　　　改良住宅の改修工事等を行い、住環境の改善を図る。
◆高齢者向け地域優良賃貸住宅整備事業
　　　　高齢者向け優良賃貸住宅を供給するための助成を行い、住環境の改善を図る。
　　　　（中心市街地と同程度に利便性の確保できるエリア）
◆空き家再生等推進事業
　　　　空き家の利活用を推進することにより、居住環境の整備改善及び地域の活性化を図る。（岡山市内全域）



 ６．目標を達成するために必要な事業等に要する経費等

（金額の単位は百万円）

基幹事業

交付期間内
事業費

岡山市 0戸 0

4団地 260

0戸 0

空き家再生等推進事業 岡山市 0件 0

改良住宅ストック総合改善事業 0団地 0

260

提案事業

交付期間内
事業費

0

その他関連する事業　（効果促進事業　等） ※交付期間内事業費は概算事業費

社会資本総合整備計画に基づく効果促進事業（ストック改善事業）

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　（公営住宅等関連推進事業） 岡山市

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　（公営住宅等周辺整備事業）

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　（更なる激変緩和措置事業） 岡山市

地域居住機能再生計画に基づく再生促進事業（ストック改善事業）

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　（公営住宅関連推進事業）

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　（公営住宅周辺整備事業）

　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　（高齢者向け地域優良賃貸住宅　供給誘導事業）

岡山市

岡山市

規模等

公営住宅等ストック改善事業

細項目

高齢者向け地域優良賃貸住宅整備事業

事業 事業主体

岡山市

公営住宅等整備事業

岡山市

岡山市

岡山市

岡山市

細項目

住宅地区改良事業等

岡山市

岡山市

事業主体

合計

事業 規模等

該当なし

規模等事業 事業主体

合計



 ７．法第６条第６項の規定に基づく公営住宅建替事業に関する事項

※法第６条第６項に規定する公営住宅建替事業に関する事項を地域住宅計画に記載する場合には、法第12条に規定する施行要件の特例の対象となります。

 ８．法第６条第７項の規定に基づく配慮入居者及び特定優良賃貸住宅の賃貸に関する事項

 ９．その他公的賃貸住宅等の管理等に関する事項

「法」とは、「地域における多様な需要に応じた公的賃貸住宅等の整備等に関する特別措置法」をいう。

該当なし。

該当なし

公営住宅における暴力団員等の不法行為防止のための措置を条例等で明確化し、警察と連携して暴力団員の排除を行う。

※法第６条第７項に規定する配慮入居者及び特定優良賃貸住宅の賃貸に関する事項を地域住宅計画に記載する場合には、法第13条に規定する特定優良賃貸住宅の入居者の資格に係る認定の基準の特
例の対象となります。（ただし、一定の要件を満たすことが必要です。）


